
二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
五
日

枝
豆
の
止
ま
ら
ぬ
旨
さ
鞘
の
嵩

う
つ
ぎ

湖
の
色
モ
ノ
ク
ロ
と
な
り
冬
ざ
る
る

た
か
子

ま
な
か
ひ
に
阿
蘇
五
岳
見
ゆ
秋
日
和

宏

虎

色
変
え
ぬ
松
籬
と
す
御
陵
か
な

は
く
子

二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
四
日

す
が
れ
虫
雨
戸
半
分
閉
め
ず
お
く

う
つ
ぎ

枝
付
き
の
丹
波
枝
豆
お
裾
分
け

満

天

古
墳
か
ら
次
の
古
墳
へ
秋
惜
し
む

菜

　々　

好
物
と
言
は
れ
い
そ
い
そ
栗
ご
飯

み
づ
き

二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
三
日

大
空
に
鳶
の
輪
を
描
く
神
の
森

や
よ
い

七
宝
に
は
た
窯
変
に
柿
紅
葉

よ
う
子

二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
二
日

峠
茶
屋
葉
つ
ぱ
褥
に
通
草
売
る

智
恵
子

遠
足
の
子
ら
も
撫
で
ゆ
く
力
石

せ
い
じ

柿
吊
る
す
茅
葺
屋
根
の
深
庇

や
よ
い

二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
一
日

嘴
を
熟
柿
で
染
め
し
盗
人
鴉

素

秀

甑
岩
へ
洩
れ
日
綾
な
す
木
の
根
道

菜

　々　

天

蓋

の

松

色

変

へ

ぬ

力

石

せ
い
じ

二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
〇
日

高
鳴
り
て
神
苑
に
湧
く
秋
の
水

菜

　々　

好
物
の
柿
を
供
へ
て
夫
偲
ぶ

は
く
子

二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
九
日

蟷

螂

の

尻

あ

げ

縋

る

力

石

せ
い
じ

野
仏
に
屈
め
ば
袖
に
ゐ
の
こ
づ
ち

う
つ
ぎ

毎
日
句
会
み
の
る
選
・
二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
七
日
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